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※各日午前10時開始予定です。
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そうじゃ  議会だより  2025年（令和７年）５月 そうじゃ  議会だより  2025年（令和７年）５月

総社市特別支援教育推進センター

文教福祉委員会　市 内 現 地 視 察

総社市地食べ学校給食センター

　令和 6 年 11 月 28 日 ( 木 ) に文教福祉委員会で現地視察を行いました。

　同年 10 月に千葉県匝瑳市へ学校給食についての視察から、 本市の取り組みについて、

実際に給食をいただき、 栄養士からの説明の後、 委員から質疑を行いました。

　子どもたちに様々な食材や料理と出会ってもらうことが食育でもあるということ、 昨今、

食材費の高騰や野菜等の生育不足が叫ばれる中、 給食センターの職員は市内の幼稚園、 小

学校、 中学校の皆さんのために美味しい給食を届けるためのたゆまぬ努力をしていました。

　令和 7 年 2 月 10 日 ( 月 ) に特別支援教育推進センターの現地視察を行いました。

　同センターは総社小学校内にあり、 当日行われていた５つの指導教室を見学しました。

幼児通級指導では体の動かし方を基本とした指導を、 言語通級指導では口の動かし方から

言葉の促し、 情緒通級指導では遊びも交えた多様な指導を行っていました。

　令和 8 年度からは通級指導教室と療育が併用可能となることからも、 さらにニーズが増え

てくる可能性もあり、 療育機関との連携も重要になってくると思われます。 　（山名 正晃）

え が おえ が おえ が お

き ら りき ら りき ら り

そう さ

　
議
会
運
営
委
員
会
は
令
和
７
年

１
月
29
日
・
30
日
に
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
代
表
質
問
は
、
個
人
一

般
質
問
や
会
派
代
表
質
問
よ
り
も

上
位
の
重
み
の
あ
る
提
言
へ
と
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
の

こ
と
で
令
和
４
年
11
月
か
ら
検
討

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
委
員
会
で

の
所
管
事
務
調
査
は
ゴ
ー
ル（
提

案
・
提
言
）を
ど
こ
に
持
っ
て
い
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
あ
く

ま
で
も
委
員
会
代
表
質
問
あ
り
き

で
は
な
く
、
調
査
項
目
を
長
期
的

ま
た
は
短
期
的
に
整
理
し
、
調
査

の
精
度
に
応
じ
て
委
員
会
代
表
質

問
を
実
施
す
れ
ば
有
効
な
も
の
に

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
と
産
業
建
設

委
員
会
で
令
和
６
年
に
委
員
会
代

表
質
問
を
行
っ
て
お
り
、
明
快
な

答
弁
と
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
委
員
会
内
で
問
題

の
共
通
認
識
を
持
て
た
こ
と
は
良

か
っ
た
と
の
こ
と
。
委
員
会
代
表

質
問
を
行
う
議
員
の
同
会
期
中
の

滋
賀
県
草
津
市
議
会

　
通
年
議
会
は
定
例
会
を
５
月
中

旬
～
翌
年
４
月
末
ま
で
を
１
年
１

回
と
し
て
会
期
を
通
年
に
し
て
い

る
も
の
で
す
。
専
決
処
分
を
行
っ

て
い
た
議
決
事
件
は
議
長
権
限
で

緊
急
議
会
と
し
て
審
議
し
、
開
会

議
会
、
定
例
月
議
会
、
緊
急
議
会
、

閉
会
議
会
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

政
策
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、

平
成
12
年
に
市
政
活
性
化
推
進
等

議
員
懇
談
会
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
議
員
政
策
研
究
会
に
改
編

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
議
員
が
一

堂
に
会
し
意
見
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
設
置
に
つ
い
て
は
毎
年
度
当

初
に
各
会
派
に
テ
ー
マ
を
募
っ
て

調
査
研
究
を
行
う
テ
ー
マ
を
全
体

会
で
決
め
、
分
科
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
分
科
会
と
し
て
報
告
書

を
ま
と
め
、
特
別
委
員
会
設
置
を

議
長
に
申
し
入
れ
す
る
こ
と
も
あ

り
、
市
長
へ
の
政
策
提
言
や
条
例

等
の
改
正
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
月
議
会
中
で
も
決
算
議
会
で
は

一
般
質
問
よ
り
、
決
算
常
任
委
員

三
重
県
四
日
市
市
議
会

会
と
分
科
会
の
日
程
を
先
に
組
ん

で
い
ま
す
。（
来
年
度
予
算
へ
の

議
会
意
思
を
早
期
に
市
長
部
局
に

伝
え
る
た
め
）

・
草
津
市
で
の
委
員
会
代
表
質
問

で
は
委
員
の
意
識
統
一
が
問
題
で

あ
り
、
大
規
模
災
害
時
行
動
要
領

は
、
総
社
市
議
会
は
安
否
確
認
の

み
な
の
で
、
訓
練
、
コ
ロ
ナ
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
対
応
す
る
こ
と
も
想
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
四
日
市
市
で
の
通
年
議
会
は
議

員
と
し
て
の
行
動
が
制
限
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
政
策
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
は
、
議
員
の
資
質
向
上

に
非
常
に
価
値
的
な
も
の
と
感
じ

ま
し
た
。　
　
　
（
岡
崎　
亨
一
）

会
派
代
表
質
問
お
よ
び
一
般
質
問

は
妨
げ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
時
行
動
要
領
は
、

地
域
防
災
計
画
と
特
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
を

定
義
し
て
い
ま
し
た
。
災
害
対
応

の
議
会
組
織
と
し
て
年
１
回
以
上
、

防
災
訓
練
と
要
領
の
見
直
し
を

行
っ
て
お
り
、
議
員
の
安
否
確
認

は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
を
利
用
。

　
令
和
６
年
に
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
を
実
施（
執
行
部
と
合
同
）。

コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
発
生
時
に
議
場

へ
参
集
で
き
な
い
こ
と
を
想
定

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）を
活
用
し
て
会
議

を
試
験
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。滋賀県草津市議会

三重県四日市市議会

特
集
②　
文
教
福
祉
委
員
会 

え
が
お
・
き
ら
り
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
①　
議
会
運
営
委
員
会 

行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト
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め
、
財
産（
公
設
民
営
中
央
保
育

所
）を
譲
渡
し
貸
し
付
け
る
議
案

を
可
決
。

□
災
害
対
策
関
連
と
し
て
ト
イ
レ

カ
ー
の
購
入
及
び
そ
の
経
費
３
２

３
０
万
円
の
補
正
予
算
案
を
可
決
。

□
政
策
監
に
難な

ん

波ば

敏と
し

文ふ
み

氏（
再
任
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
。

□
監
査
委
員
に
風か

ざ

早は
や

俊と
し

昭あ
き

氏（
再

任
）を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
。

□
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
渡わ

た

邊な
べ

智ち

光こ
う

氏
を
推
薦
す
る
意
見
に
同
意
。

□
準
用
河
川
国
府
川
改
修
の
早
期

事
業
化
に
関
す
る
陳
情
を
趣
旨
採

択
、
ほ
か
１
件
を
採
択
。

□
総
社
市
議
会
会
議
規
則
ほ
か
３

件
の
一
部
改
正
案
と
、
１
件
の
制

定
案
を
可
決
。

□
選
挙
管
理
委
員
４
名
、
補
充
員

４
名
を
指
名
選
挙
に
よ
り
選
出
。

※�

全
て
の
採
決
結
果
、
賛
否
状
況

は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載

同
意
・
意
見

陳
情

議
員
発
議

総
社
市
選
挙
管
理
委
員
及
び

補
充
員
の
選
挙

　

令
和
７
年
２
月
21
日（
金
）に

市
内
Ｊ
Ｒ
駅（
服
部
・
東
総
社
・

清
音
・
豪
渓
・
日
羽
・
美
袋
）構

内
ト
イ
レ
施
設
の
現
地
視
察
を
実

施
し
ま
し
た
。
将
来
、
1
日
の
平

均
乗
車
数
が
少
な
い
Ｊ
Ｒ
駅
で
は
、

駅
構
内
か
ら
ト
イ
レ
施
設
が
な
く

な
る
と
の
こ
と
で
現
状
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
７
駅
あ
る
中
、

豪
渓
駅
の
み
ト
イ
レ
施
設
を
廃
止

し
て
お
り
、
当
駅
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
駅
前
に
あ
る
事
業

所
等
の
ト
イ
レ
を
借
り
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
に
つ
い
て
事
業
所
や

駅
利
用
客
か
ら
豪
渓
駅
に
ト
イ
レ

施
設
を
再
建
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
相
談
、
依
頼
を
受
け
て
お
り
、

市
と
し
て
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
、
市
独

自
で
ト
イ
レ
の
設
置
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
森
安　
健
一
）

市
内
Ｊ
Ｒ
駅
構
内
ト
イ
レ
施
設

現
地
視
察

て
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定

委
託
料
１
１
９
０
万
円
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
10
億
千
９
百

万
円
、
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
負
担
金
の
う
ち
赤
米
関
連

１
７
３
０
万
円
。

□
土
木
関
連
と
し
て
地
域
力
向
上

道
づ
く
り
事
業
１
億
３
千
万
円
、

東
総
社
駅
前
泉
本
線
改
良
事
業
２

億
２
３
１
０
万
円
、（
仮
称
）神

在
秦
本
線
改
良
事
業
１
億
４
７
５

０
万
円
、
公
共
下
水
道
事
業
補
助

金
４
億
３
４
０
万
円
。

□
消
防
・
災
害
対
策
関
連
と
し
て

消
防
指
令
・
無
線
シ
ス
テ
ム
整
備

委
託
料
９
億
１
８
１
０
万
円
。　

　
国
民
宿
舎
特
別
会
計

□
主
な
歳
出
と
し
て
指
定
管
理
委

託
料
４
億
９
千
６
百
万
円
、
大
規

模
修
繕
工
事
に
係
る
経
費
３
億
８

９
５
０
万
円
、
主
な
歳
入
と
し
て

営
業
収
入
４
億
３
千
万
円
、
一
般

会
計
繰
入
金
１
億
８
１
０
万
円
、

事
業
債
３
億
９
１
９
０
万
円
。

□
公
私
連
携
保
育
法
人
が
公
私
連

携
型
保
育
所
で
保
育
等
を
行
う
た

令
和
７
年
度
予
算
以
外
の
議
案

財
産
管
理
課
。
８
階
は
、
展
望
ロ

ビ
ー（
総
社
市
中
心
部
が
３
６
０

度
パ
ノ
ラ
マ
で
見
れ
ま
す
）◦
議

会
棟
１
階
は
、
チ
ュ
ッ
ピ
ー
ホ
ー

ル
。
２
階
は
、
議
会
事
務
局
、
議

員
執
務
室
。
３
階
は
、
議
場
・
委

員
会
室
と
な
り
ま
す
。

　
議
場
北
側
に
は
、
豪
渓
紅
葉
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
、
も
み
じ
を
植
樹

さ
れ
た
中
庭
が
あ
り
ま
す
。

　
新
し
く
な
っ
た
議
場
は
、
６
月

定
例
市
議
会
よ
り
使
用
し
ま
す
。

議
員
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
議
論
を
、

是
非
議
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
傍

聴
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　
一
般
会
計
歳
出

□
総
合
的
な
政
策
関
連
と
し
て
ふ

る
さ
と
納
税
に
係
る
経
費
６
億
２

６
４
０
万
円
、
吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン

大
会
共
催
負
担
金
３
千
６
百
万
円
。

□
子
育
て
支
援
・
教
育
関
連
と
し

て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
・

施
設
指
定
管
理
等
の
委
託
料
５
億

５
５
５
０
万
円
、
私
立
保
育
所
等

施
設
整
備
事
業
補
助
金
１
億
９
５

９
０
万
円
、
認
可
外
保
育
施
設
へ

の
補
助
金
２
５
５
０
万
円
、
つ
ど

い
の
広
場
事
業
運
営
委
託
料
４
千

４
百
万
円
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援

給
付
金
５
千
５
百
万
円
、
産
後
支

援
事
業
２
８
２
０
万
円
、
移
動
水

泳
授
業
に
係
る
経
費
３
９
０
万
円
。

□
医
療
・
福
祉
関
連
と
し
て
障
が

い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
委
託
料
２
４
９
０
万
円
、
総
社

市
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
経
費
２
４
０

万
円
、
雪
舟
く
ん
運
行
委
託
料
７

４
７
０
万
円
。

□
環
境
・
衛
生
関
連
と
し
て
飼
い

主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術

費
補
助
金
百
万
円
。

□
農
林
業
・
商
工
観
光
関
連
と
し

寿
介
護
課
、
上
水
道
課
、
下
水
道

課
、
総
社
の
水
お
客
様
セ
ン
タ
ー
、

環
境
課
、
人
権
・
ま
ち
づ
く
り
課
、

交
通
政
策
課
、
学
校
教
育
課
、
部

活
動
改
革
推
進
室
。
４
階
は
、
職

員
課
、
総
務
課
、
危
機
管
理
課
、

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
課
、
人
口
増

推
進
課
、
政
策
調
整
課
、
秘
書
室
。

５
階
は
、
生
涯
学
習
課
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
、
企
業
誘
致
商
工
振

興
課
、
文
化
財
課
、
観
光
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
課
、
農
林
課
、
農
業
委
員

会
事
務
局
、
地
域
応
援
課
、
土
木

課
、
都
市
計
画
課
、
建
築
住
宅
課
。

６
階
は
、
監
査
事
務
局
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
、
デ
ジ
タ
ル
推

進
課
、
財
政
課
、
契
約
検
査
課
、

　
２
月
定
例
市
議
会
が
２
月
25
日

に
開
会
し
、
報
告
４
件
、
承
認
１

件
、
議
案
34
件
、
同
意
２
件
、
意

見
１
件
、
陳
情
２
件
、
議
員
発
議

５
件
を
審
査
し
３
月
21
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
３
５
０
億
７
千
９
百

万
円
、
特
別
会
計
１
５
５
億
７
百

万
円
、
企
業
会
計
63
億
７
１
３
０

万
円
、
計
５
６
９
億
５
７
３
０
万

円
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　
一
般
会
計
歳
入

□
主
な
財
源
は
左
表
の
通
り
。　

令
和
７
年
度
予
算

　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
令
和

７
年
２
月
21
日（
金
）に
市
役
所
新

庁
舎
、新
議
会
棟
を
庁
舎
完
成（
２

月
28
日
金
曜
日
）に
先
駆
け
て
内

部
の
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
は
、
展
望
台
を
含
め
一

部
８
階
建
て
と
な
り
、
新
議
会
棟

は
４
階
建
て
と
な
り
ま
す
。
◦
庁

舎
棟
１
階
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
フ

ロ
ア
総
合
窓
口
と
な
り
、
ワ
ン�

ス
ト
ッ
プ
課
、
税
務
課
、
福
祉�

課
、
こ
ど
も
夢
づ
く
り
課
、
こ
ど

も
課
、
会
計
課
、
日
本
一
優
し
い

市
役
所
推
進
課
。
２
階
は
、
総
社

市
社
会
福
祉
協
議
会
。
３
階
は
、

教
育
総
務
課
、
健
康
増
進
課
、
長

市
役
所
新
庁
舎
内
現
地
視
察

3,620 万円
1,060 万円
9,231 万円
9,200 万円
5,953 万円
6,769 万円
5,000 万円

円
円

500万円
3,300 万円
4,950 万円

30億
４億
39億
２億
57億
23億
１億
17億
78億
10億
23億
21億

個人市民税
法人市民税
固定資産税
地方譲与税
国庫支出金
県支出金
法人事業税交付金
地方消費税交付金
地方交付税
ふるさと納税寄付金
財政調整基金繰入金
市債

議員席から議長席

議長席から議員席

傍聴席から議場全体

２
月
定
例
市
議
会

特
集
③　
総
務
生
活
委
員
会 

市
内
現
地
視
察
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問 問

答 答

　　北朝鮮による日
本人拉致問題の捉え
方はどうか。また今後
の取り組みはどうか

　　自治会をDX化
していくことに対し
て助成するのはどう
か

　　被害者・ご家族
に対し断腸の思いだ。
経緯も含め市民に広
く広めていきたい

　　助成は行ってい
く。どうやっていく
かは議会と相談して
いく溝 手 宣 良 太 田 善 介

番　　号 件　　　　　名 結　　果
報 告 第 1 号 地方自治法第 180 条第 1 項の規定による専決処分について 報告を受けた
報 告 第 2 号 地方自治法第 180 条第 1 項の規定による専決処分について 報告を受けた
報 告 第 3 号 地方自治法第 180 条第 1 項の規定による専決処分について 報告を受けた
報 告 第 4 号 地方自治法第 180 条第 1 項の規定による専決処分について 報告を受けた
承 認 第 1 号 専決処分の承認を求めることについて（令和 6 年度総社市一般会計補正予算（第 8 号）） 承 認
議 案 第 1 号 岡山市及び総社市における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更について 原 案 可 決
議 案 第 2 号 総社市空家等の対策の推進に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 3 号 総社市職員給与条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 4 号 総社市職員の退職手当に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 5 号 総社市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 6 号 総社市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 7 号 総社市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 8 号 総社市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例等の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 9 号 総社市保健センター条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 10 号 総社市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 11 号 総社市人材育成山本あすなろ基金条例の制定について 原 案 可 決
議 案 第 12 号 財産の譲渡及び貸付について 原 案 可 決
議 案 第 13 号 総社市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原 案 可 決

議 案 第 14 号 総社市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて 原 案 可 決

議 案 第 15 号 総社市手数料条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 16 号 総社市公共下水道条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 17 号 総社市営墓地条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 18 号 総社市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 19 号 令和 6 年度総社市一般会計補正予算（第 9 号） 原 案 可 決
議 案 第 20 号 令和 6 年度総社市国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 原 案 可 決
議 案 第 21 号 令和 6 年度総社市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号） 原 案 可 決
議 案 第 22 号 令和 6 年度総社市水道事業会計補正予算（第 3 号） 原 案 可 決
議 案 第 23 号 令和 6 年度総社市下水道事業会計補正予算（第 1 号） 原 案 可 決
議 案 第 24 号 令和 7 年度総社市一般会計予算 原 案 可 決
議 案 第 25 号 令和 7 年度総社市国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決
議 案 第 26 号 令和 7 年度総社市後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決
議 案 第 27 号 令和 7 年度総社市介護保険特別会計予算 原 案 可 決
議 案 第 28 号 令和 7 年度総社市国民宿舎事業費特別会計予算 原 案 可 決
議 案 第 29 号 令和 7 年度総社市水道事業会計予算 原 案 可 決
議 案 第 30 号 令和 7 年度総社市工業用水道事業会計予算 原 案 可 決
議 案 第 31 号 令和 7 年度総社市下水道事業会計予算 原 案 可 決
議 案 第 32 号 市道の路線認定について 原 案 可 決
議 案 第 33 号 市道の路線変更について 原 案 可 決
同 意 第 1 号 政策監の任命に関する同意を求めることについて 同 意
同 意 第 2 号 監査委員の選任に関する同意を求めることについて 同 意
意 見 第 1 号 人権擁護委員の候補者の推薦に関する意見を求めることについて 推 薦 に 同 意
陳 情 第 1 号 準用河川国府川改修の早期事業化に関する陳情 趣 旨 採 択
陳 情 第 2 号 政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情書 採 択
議 案 第 34 号 令和 7 年度総社市一般会計補正予算（第 1 号） 原 案 可 決
議案乙第 1 号 総社市議会会議規則の一部改正について 原 案 可 決
議案乙第 2 号 総社市議会委員会条例の一部改正について 原 案 可 決
議案乙第 3 号 総社市議会個人情報の保護に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議案乙第 4 号 総社市議会個人情報の保護に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議案乙第 5 号 総社市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 原 案 可 決

令和7年2月定例総社市議会  付議事件採決一覧表

北朝鮮による日本人拉致問題について
問今後は総社市でも啓発し、人権問題と
して取り組む気があるか。
市長 対岸の火事のような意識ではいけな
い。啓発活動をしていく。人権問題として
も真剣に取り組んでいく。
道路諸問題について
問土木担当員や学校、住民からの要望や
通報を待つのではなく、市側がもっと積極
的に道路等の修繕や改善を提案・実施して
も良いと思うが見解はどうか。
市長 土木担当員や学校・地元住民の声を
大切にするのは当然だが、もっと市側が積
極的に提案や実施をすべきと思う。
問歩道の確保は十分か。
市長 十分とは言えない。少しずつ実施中だ。
問歩行者と自動車等との距離はどうか。
市長 幹線道路は分離対策が進行中。通学
路はグリーンベルトを施している。その他生
活道では十分ではなく、幅員改良等行いたい。
問道路整備は未来への投資であり、福祉
政策であると私は考えているが、将来の自
動運転を見込み、自動運転が可能な場所ま
での安全な移動手段としてシニアカー等の
モビリティが安全に往来できるよう整備を
行うべきと思うが見解はどうか。
市長 我々が自動運転の先駆者となれるよ
うな視野を含みながら気を付けていく。

西部地域の保育・教育環境について
問人的リソースの割り振りについてはど
うか。
市長 人的リソース、財政だけでは幼稚園
を語ってはいけないと思うが、時期が来れ
ば決断しなければならない。
問地元要望としてどのような意見が出て
いるか。大人のエゴを子どもに押し付けて
いるのではないか。
市長 幼稚園を存続させていくというのは
エゴではないと思う。
教育長 幼稚園を存続させたいと考えてい
る。
問西部地域での民間主導の園の統廃合に
ついての考えはないか。
市長 様々なやり方があると思う。存続不
能になった場合は、考えていきたい。
自治会のDX化について
問市として自治会DX推進の考えはどう
か。
市長 自治会DX化はできるところから
やっていきたいと考えている。

令和７年２月定例総社市議会で賛否の分かれた議案等に対する賛否状況

〔凡例〕○：賛成　×：賛成でない　退：退出　欠：欠席
・賛否の確認は、議長及び事務局職員の目視により行っています。　村木理英議員は、議長のため採決には加わりません。

� 議員名

議案等

山
名
正
晃

太
田
善
介

荒
木
将
之
介

小
野
耕
作

森
安
健
一

仁
熊　

進

山
田
雅
徳

溝
手
宣
良

三
上
周
治

萱
野
哲
也

三
宅
啓
介

岡
崎
亨
一

深
見
昌
宏

小
川
進
一

髙
谷
幸
男

小
西
利
一

津
神
謙
太
郎

頓
宮
美
津
子

加
藤
保
博

山
口
久
子

剣
持
堅
吾

議
決
結
果

議案第24号 令和7年度総社市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２
月
定
例
市
議
会
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問 問問 問

答 答答 答

　　新庁舎の外観に
市の色である総社グ
リーンが使用されて
いないのはなぜか

　　新庁舎への移転
に伴い不要となった
備品を、市民へ譲渡
する考えはあるか

　　市内小中学校の
体育館へ移動式空調
設備を設置してはど
うか

　　ボランティアの
活動拠点が必要だと
思うがどうか

　　基本設計とデザ
インは業者に依頼し
た時点で色調は決定
していた

　　不要になった備
品は、譲渡制度を設
け、多くの方に活用
してもらいたい

　　それと合わせて
通常のエアコン設置
も財政面と相談しな
がら考えていく

　　新庁舎内の会議
室か、適当な部屋を
検討する

加 藤 保 博 山 田 雅 徳山 名 正 晃 頓 宮 美 津 子

市長の政治姿勢について
問新庁舎の完成予想図の時点で総社市の
色が使用されていない、黒い外観の一部に
シンボルカラーの総社グリーンを使うべき
と提案したのは令和３年11月議会である。
しかし残念ながら反映されることもなく完
成に至った。感想はどうか。
市長 最上部に総社グリーンの市章を取り
付けている。
問当時の答弁は「総社の色として総社グ
リーンの定義付けも考えたい。また議会と
も相談し新庁舎にも使いたい」と非常に前
向きな印象であった。新庁舎建設の施主は
総社市である。色調が決まっていたとはい
え、私が提案したのは建設前の令和３年で
ある。その間に施主の希望で多少の変更は
可能であったはずだ。当初から取り組む気
はなかったと思えるがどうか。
市長 結果として取り入れなかったことに
深くお詫びを申し上げる。
問市長の議会答弁には責任が伴うが、こ
の件については議会への相談は一切なく、
答弁との整合性が感じられない。市長はも
ちろんであるが、執行部に対しても答弁に
沿った議会対応を強く求めるがどうか。
市長 今後は答弁に慎重を期していく。こ
の度の件はお許し願いたい。

問備品の譲渡はどのような実施予定か。
市長 今のところ、６月下旬に学校や公民
館など公共施設を対象に備品を入れ替える。
７月中旬に市内の公共的団体、市民、事業所
などを対象に譲渡会を実施する予定である。
耐震化の促進について
問耐震診断・耐震改修をさらに促進する
ためにも申請者の負担軽減につながる「代
理受領制度」を本市でも取り入れてはどうか。

市長 耐震診断・耐震改修のどちらの手続
きにも「代理受領制度」を取り入れたい。
問耐震改修の補助制度の対象を従来の旧
耐震住宅だけでなく新耐震住宅（昭和56
年６月～平成12年５月）まで拡充にしては。
市長 南海トラフ地震から市民を守るため
にも新耐震住宅まで補助の対象を拡充する。
町内会の負担軽減に向けた施策について
問町内会の法的立場を明確にし、加入促進
と負担の公平化を進める施策を講じるべき。
市長 協働を推進する条例を検討したい。

維新幼稚園／小学校の跡地について
問跡地について、その後の動きはどうか。
市長 岡山県森林組合連合会の話は、地元
賛同も得られずなくなった。今後は公募型
プロポーザル方式も含めて検討していく。
市民の安全について
問自転車保険が自動車保険の特約や付帯
でも適用可能なことなど啓発してはどうか。
市長 ヘルメット着用推進と共に啓発する。
問明治33年からある未成年者喫煙禁止法
では、止めなかった親権者への科料や書類送
検、販売業者への罰金があり、大人が正しい
知識を持ち子どもたちへ啓発してはどうか。
市長 小学生の喫煙もあるという事実から
学校・地域・親・行政が一体となり、徹底的
にやっていかなければならないと痛感した。
教育長 今までその部分に重点をおいてい
なかったので、今後は周知をしていきたい。
問昨年12月にリニューアルした石原公園
の遊具にタバコの焼け跡、ロープが切られる
事案が発生した。防犯カメラ設置や市の公園
条例に５万円以下の科料に処するというこ
とも含めた注意喚起をするべきではないか。
市長 防犯カメラは設置方向である。未来
を担う子どもたち、障がいある子どもたちの
ため、市民の税金でつくった公園、砂場にガ
ラスを撒き散らしたりする行為は断固とし
て阻止する、という強い気持ちを持っている。

市民提案型事業について
問市民（提案者）と民間の力を借りて市
民提案協働事業として一新してはどうか。
市長 とてもいいと思うので、一歩先を目
指して、制度の変更も含めて変えていけば
いいと思う。
公民館について
問東西の公民館には、親子が本を読んだ
り、遊んだり、小中学生が学べるスペース
がない。どちらも建て替え
時期が近いが、そのときに
は子育て王国にふさわしい
ようなスペースを考えて作
るべきと思うがどうか。
市長・教育長 財政のこと
もあるが、やっていこうと思う。
保育料について
問０歳から２歳児の保育料について、市
独自で認可保育所のみ、条件付きで助成を
している。不公平だと思うがどうか。行政
報告の中に認可外保育施設に予算を増やし
たとあったがどうか。
市長 令和７年度予算に、認可外保育施設
に対して、環境整備などに予算（2522万
円）を計上しているが、少なすぎたと感じ
ている。その範囲の中で、続けられるよう
に、更にはお子さんに対しても不公平のな
い内容にしてまいりたい。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
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そうじゃ  議会だより  2025年（令和７年）５月 そうじゃ  議会だより  2025年（令和７年）５月

問 問問 問

答 答答 答

　　消防団員確保の
ために、業務や研修
等の見直しを図るべ
きではないか

　　小規模小学校の
在り方についてどの
ように認識している
のか

　　家庭用AED（自
動体外式除細動器）
の助成をしてはどう
か

　　技術職員の採用
はどうか

　　操法訓練大会な
どの在り方を、どこま
で取り組むか協議す
る時期に入っている

　　学校運営協議会
で統合や義務教育学
校化も議題にしてい
く

　　市民の安心度が
増すので考えさせて
いただく

　　土木職は足りな
い

荒 木 将 之 介 三 上 周 治小 野 耕 作 萱 野 哲 也

問消防の意義は何だと考えるか。
市長 市民の安全、安心、生命、財産を守
る最も大事な組織だ。
問緊急時に活動できる車両の導入や資機
材の軽量化は進んでいるか。
消防長 災害対応力の強化など目的とし、
計画的に進めている。
問緊急車両の進入が困難な場所があると
思うが、そうした場所の把握はできているか。
消防長 進入困難な場所は一定数ある。ま
た道路工事に伴う通行止めなどの情報は、
指令台に入力し出動隊に知らせている。
問進入困難な場所へはどうアクセスする
のか。またそのための訓練は行っているか。
消防長 車両は広いスペースに停め、隊員
のみが入っていく。またあらゆる状況下を
想定し、日常的に訓練を実施している。
問消防団の意義や必要性をどう考えるか。
市長 いざというときには全てを投げ打っ
て集合し市民の財産、生命、安心を守り、地
域活動にも大いなる貢献をしている集団だ。
問団員減少の理由になっているかもしれ
ない現在の業務や研修では、必要なスキルは
身についていないと考える。団員確保のため
業務や研修の見直しを図るべきではないか。
消防長 団員のサラリーマン化が進み、訓
練・研修に出る時間が少ないのも事実だ。
時代に即した見直しを進めていきたい。

自治会・町内会について
問自治会・町内会が地域社会において果
たす役割をどのように認識しているのか。
市長 昨今、重層型支援で地域を地域で守
らざるを得ない状況になっている。
問自治会・町内会活動の活性化や若年層
の参加促進のため、市として新たな施策を
検討する考えはあるか。
市長 スマホを中心とした、ＳＮＳ・LINE
などの活用が、町内会活動でも若年化を促
進するため有効活用されている。今後も研
修会など啓発活動を行っていく。
小規模小学校の将来の在り方について
問複式学級の課題解決に向けた新たな施
策を検討しているか。
教育長 まずは、わたり授業の解消。しか
し、わたり授業になった場合効果的指導に
ついて研究。また、地域の協力で複式学級
にならない努力をする。
問児童数が減少している現状をどのよう
に認識しているか。
市長 由々しき事態で子どもが増えていく
環境を全庁挙げて取り組まねばならない。
問小規模小学校の統廃合について。
市長 今は再編よりも存続させる議論を優
先させたい。

市内における救急体制について
問 市内のAEDの設置台数はいくらか。
また24時間対応できる施設は何箇所あるか。
消防長 市内に155か所163台あり、24
時間対応は17か所設置している。
問これを多いと感じるか、少ないと感じ
るか。
市長 少ないと感じる。
問ホームページでのAEDの設置場所の
検索がわかりにくいが、改善できないか。
消防長 利便性向上に努めていく。
市長 可能な限りやりたい。
問使用済みパッドを回収してみてはどう
か。
消防長 消防署に一報いただければ回収す
る。
消防署南出張所の設置について
問消防署南出張所を早期に設置すべきで
はないか。
市長 やるべき課題と認識している。

家庭用AED（自動体外式除細動器）

問学生には、公務員の仕事の見える化、
キャリアパスを示す必要がある。公務員に
になって、「こうしたら、副市長になれる
んだよ」みたいなものを示す必要がある。
積極性・向上心のある技術職員の採用に取
り組んでほしい。
市長 職員の育成を考えたなら、1次試験
で「金の卵」を不合格にしない、「逸材」を
見つける試験形態にしていかなくてはなら
ない。
保健福祉部の人員配置について
問生活保護を担当する職員（査察指導員
１名・ケースワーカー５名）は社会福祉主
事の資格が必要だ。６人中３人が無資格者
であるが、業務上支障はないのか。
市長 この環境の中で支障なく業務を行っ
ている。
問査察指導員はケースワーカーを指導す
る立場であるが、資格を有していない。こ
うした人事は問題ないか。
市長 これまでの人事を再考しなければな
らない。有資格者を増やしていく。
問これらの対策はどうか。
市長 土木技術職員、生活保護担当の職員
など、専門職が足りない部分を一般職でカ
バーしオール総社で対応していく。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
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録
画
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送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

株式会社ヤガミから引用
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そうじゃ  議会だより  2025年（令和７年）５月 そうじゃ  議会だより  2025年（令和７年）５月

問 問

答 答

　　受援体制のため
にも大型の備蓄倉庫
を建設する考えはど
うか

　　米価格が高騰し
ている中、国政に翻
弄されている農家を
守る思いはあるか

　　財政を見ながら、
建設するようにした
い

　　高齢化の中、頑
張っている農家の生
き残りを賭けて闘っ
ていく考えだ岡 崎 亨 一 仁 熊 　 進

舎
が
簡
素
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
服
部
駅
は
駅
舎
の
外
に
ト
イ

レ
の
設
置
等
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
Ｊ
Ｒ
西
日
本

と
協
議
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

◆
２
月
定
例
委
員
会
で
所
管
事
務

調
査
を
行
っ
た
案
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

調
査
事
項

・�

新
生
活
交
通「
雪
舟
く
ん
」の

車
両
不
具
合
に
つ
い
て

報
告
事
項

・�

第
２
次
総
社
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
評
価
・
検
証
に

つ
い
て（
市
民
満
足
度
調
査
結

果
及
び
重
要
業
績
評
価
指
数

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）の
進
捗
状
況
）

・�

空
家
等
活
用
促
進
区
域
の
設
定

に
つ
い
て

・�

セ
グ
メ
ン
ト
配
信
の
開
始
に
つ

い
て

・�

令
和
７
年
度
機
構
改
革
に
つ
い

て
・�

新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗
及
び

今
後
に
つ
い
て

・�

消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

（
議
案
第
24
号
）（
所
管
部
分
）

問
旧
市
成
市
営
住
宅
を
解
体
し
、

公
用
車
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
た

場
合
、
何
台
分
駐
車
で
き
る
見
込

み
か
。

答
60
台
程
度
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
服
部
駅
前
ト
イ
レ
設
置
設
計

委
託
料
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

と
市
と
の
役
割
分
担
等
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
他
の
駅
舎
に
つ
い
て
は

ど
う
な
る
の
か
。

答
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
は
、
１
日
の
平
均
乗

降
者
数
が
概
ね
３
千
人
未
満
の
駅

に
つ
い
て
は
駅
舎
の
簡
素
化
、
ト

イ
レ
の
撤
去
と
い
っ
た
も
の
を
経

費
削
減
の
観
点
か
ら
進
め
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。
本
市
の
総
社
駅

と
清
音
駅
を
除
く
５
駅
が
そ
の
基

準
を
満
た
さ
ず
、
将
来
的
に
は
駅

●
令
和
６
年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
９
号
）（
議
案
第

19
号
）（
所
管
部
分
）

問
災
害
対
策
と
し
て
ト
イ
レ

カ
ー
の
購
入
に
つ
い
て
、普
段
は
ど

の
よ
う
な
使
い
方
を
す
る
予
定
か
。

答
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本

交
付
金
の
適
用
要
件
の
中
に
、
交

付
金
で
導
入
し
た
機
械
類
に
つ
い

て
は
周
知
を
し
て
い
く
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
市
で
は

年
間
16
回
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
訓
練
で
市
民
に
周
知

等
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
他
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
等
で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

仮
設
ト
イ
レ
と
し
て
常
設
す
る
使

用
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
防
災

訓
練
等
で
活
用
を
す
る
際
に
、
従

来
あ
っ
た
場
所
に
ト
イ
レ
が
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
そ
の
あ
た
り
は
現
在
検
討
中

で
あ
る
。

■
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員

会
総
務
生
活
分
科
会

◎
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

総
務
生
活
委
員
会

《
２
月
定
例
会
》

　
当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

２
月
定
例
会
で
は
議
案
12
件
で
あ

り
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。（
陳
情
１
件
は
採
択
）

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
社
市
空
家
等
の
対
策
の
推
進

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て（
議
案
第
２
号
）

問
市
内
に
も
す
ぐ
に
解
体
、
撤

去
等
対
応
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
危
険
な
状
態
の
空
き
家
が
増

え
て
き
て
い
る
。
管
理
不
全
空
家

等
に
対
す
る
罰
則
規
定
は
設
け
ら

れ
て
い
な
い
が
、
市
と
し
て
何
か

対
応
で
き
な
い
か
。

答
所
有
者
に
対
す
る
責
務
が
強

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
管
理
あ

る
い
は
利
活
用
、
除
却
等
に
関
す

る
市
の
施
策
に
協
力
し
て
も
ら
う

よ
う
促
し
て
い
く
。
ま
た
、
空
き

家
の
所
有
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
の
予
算
も
こ
の
度
計
上
し
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
活
用
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

避難所の設備について
問小中学校の体育館へのテレビジャック
設置はどうか。
市長 令和７年度にすべての小中学校へ設
置できる。
問小中学校の体育館のトイレの多目的化
はどうか。
市長 財政を考えながら、残り４校は前向
きに考えたい。
高齢者の交通事故について
問高齢者の免許返納の考えはどうか。
市長 返納が望ましいが、代わりになる交
通手段を考えるのが自治体の役目と思う。
問運転脳を鍛えるという知見についてど
のように考えるか。
市長 運転において、認識→判断→操作が
重要と思うので、その知見は大事だと思う。
問運転脳を活性化させるグーパー体操や
スポーツ（卓球）を推奨する考えはどうか。
市長 是非、推奨していきたい。

市長の選挙公約について
問救急病院２病院への助成金約20億円
は医療機器や設備に対して行っているが、
最も重要なのは優秀な人材を確保すること
ではないか。
市長 これ以上に助成することはないと思
うが、足りないところは伸ばしていき総社
市民が、任せられる病院になるよう頑張っ
てもらいたいとお願いする。
問老人医療の在宅介護で最も重要なもの
は何と思うか。
市長 色々あると思うが、在宅支援を必要
としている人は2430人いらっしゃる。す
でに行っている施策を継続しながら、必要
な支援を考えていきたい。
問在宅支援に従事する方々への支援なく
して在宅介護は成り立たないと思うが、市
長の考えはどうか。
市長 在宅支援のマンパワーは必要だ。こ
れからも頑張っていただけるようお願いし
ていきたい。
維新小学校、幼稚園の跡地利用について
問廃校が決まって２年、地元の方々は悩
まれてきた。市側が期限を設けて早急に対
応していくべきではないか。
市長 プロポーザル方式であるとか、市が
答えを出す時が来ていると思う。地元の意
見も聞きながら対応していく。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告
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つ
い
て

・�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

・�

児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

報
告
事
項

・�

２
０
２
５
そ
う
じ
ゃ
吉
備
路
マ

ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

・�

い
の
ち
支
え
る
総
社
市
自
殺
対

策
推
進
計
画（
第
２
次
）の
策

定
に
つ
い
て

・�

健
康
そ
う
じ
ゃ
21（
第
２
次
）

の
策
定
に
つ
い
て

・�

病
院
施
設
整
備
補
助
金
に
つ
い

て（
薬
師
寺
慈
恵
病
院
）

・�

総
社
市
こ
ど
も
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

・�

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

・�

民
間
認
可
保
育
所
の
設
置
等
に

つ
い
て

４
月
以
降
の
実
行
委
員
会
に
お
い

て
報
告
し
、
事
務
局
と
し
て
改
正

案
を
作
成
し
諮
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
種
目
な
ど
規
模
が
ど
こ
ま
で

縮
小
で
き
る
か
検
討
、
協
議
し
て

い
く
。

問
都
市
児
童
健
全
育
成
事
業
で
、

令
和
８
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で
の

債
務
負
担
行
為
が
設
定
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
限
度
額
の
根
拠
は
何

か
。
ま
た
、
指
定
管
理
を
前
提
と

し
た
予
算
な
の
か
。

答
令
和
７
年
度
の
国
か
ら
の
補

助
金
額
を
基
に
１
年
間
の
金
額
を

算
出
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
算
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
８
年
度
か

ら
の
運
営
方
法
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
。
今
は
令
和
７
年
度
を
ベ

ー
ス
と
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん

違
う
方
法
に
な
っ
た
場
合
に
は
そ

れ
に
合
わ
せ
た
補
正
予
算
な
ど
調

整
し
て
い
き
た
い
。

◆
２
月
定
例
委
員
会
で
所
管
事
務

調
査
を
行
っ
た
案
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

調
査
事
項

・�

小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
施
設
に

た
め
に
、
ま
と
ま
っ
て
共
同
活
動

を
行
う
地
域
に
対
し
補
助
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
対
象
の
３
地
区
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
申
請
を
し
た
地
域
で
あ
る
。

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別

委
員
会

　
各
分
科
会
に
お
い
て
令
和
７
年

度
一
般
会
計
予
算（
議
案
第
24
号
）

の
審
査
が
行
わ
れ
、
各
分
科
会
委

員
長
か
ら
審
査
経
過
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長
報
告
の
後
、
委
員
か
ら
、

史
跡
作
山
古
墳
調
査
活
用
事
業
を

削
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
同

事
業
予
算
の
全
額
を
減
額
し
て
、

修
正
し
よ
う
と
す
る
修
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
質
疑
、
討
論

も
な
く
、
修
正
案
に
つ
い
て
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り

本
修
正
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
原
案
に
つ
い
て
起
立
採

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
を
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決

定
し
ま
し
た
。

●
令
和
６
年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
９
号
）（
議
案
第

19
号
）（
所
管
部
分
）

問
清
音
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
空
調

設
備
が
繰
越
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
と
、
完
成
の
目
途
は
い

つ
か
。

答
空
調
設
備
が
受
注
生
産
の
た

め
、
作
成
に
相
当
日
数
を
要
し
て

い
る
。
完
成
す
れ
ば
設
置
自
体
は

２
週
間
程
度
で
完
了
す
る
の
で
、

な
る
べ
く
早
く
設
置
で
き
る
よ
う

工
程
管
理
し
て
い
く
。

■
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員

会
文
教
福
祉
分
科
会

◎
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

（
議
案
第
24
号
）（
所
管
部
分
）

問
そ
う
じ
ゃ
吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン

大
会
共
催
負
担
金
に
つ
い
て
、
議

会
事
務
事
業
評
価
で
は『
事
業
内

容
を
見
直
し
の
上
縮
小
、
予
算
規

模
を
縮
小
』と
提
言
し
て
い
る
が
、

前
年
度
と
同
規
模
に
な
っ
て
い
る
。

議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。

答
議
会
事
務
事
業
評
価
に
つ
い

て
は
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
当

初
予
算
に
反
映
で
き
て
い
な
い
が
、

当
た
り
不
均
衡
を
是
正
す
る
に
至

っ
た
。

問
管
理
料
の
徴
収
廃
止
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
等
の
影
響
は
な
い

か
。答

ト
イ
レ
の
清
掃
や
除
草
・
剪

定
と
い
っ
た
維
持
管
理
は
今
ま
で

ど
お
り
行
っ
て
い
く
。

■
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員

会
産
業
建
設
分
科
会

◎
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

（
議
案
第
24
号
）（
所
管
部
分
）

問
岡
山
県
広
域
企
業
団
出
資
金

に
つ
い
て
、
か
な
り
増
額
さ
れ
て

い
る
が
何
か
特
別
な
事
業
を
実
施

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
。

答
岡
山
県
広
域
企
業
団
が
ろ
過

池
２
か
所
の
工
事
を
予
定
し
て
お

り
、
高
梁
川
水
系
に
関
わ
る
団
体

で
費
用
負
担
す
る
経
費
で
あ
る
。

問
多
面
的
機
能
支
払
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
、
３
地
区
が
対
象
に

な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い
っ
た
条

件
で
選
ば
れ
た
の
か
。

答
水
源
涵か

ん

養よ
う

、
自
然
環
境
の
保

全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
等
を
目

的
に
農
地
等
の
維
持
管
理
を
行
う

文
教
福
祉
委
員
会

《
２
月
定
例
会
》

　
当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

２
月
定
例
会
で
は
議
案
13
件
で
あ

り
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
総
社
市
人
材
育
成
山
本
あ
す
な

ろ
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
11
号
）

問
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業

に
充
て
る
の
か
。

答
寄
附
者
の
御
意
向
と
し
て
、

将
来
を
担
う
人
材
が
育
成
さ
れ
る

こ
と
を
望
ま
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
学
力
や
学
習
意
欲
の
あ
る

若
者
で
家
庭
の
経
済
的
な
理
由
で

大
学
進
学
を
諦
め
て
し
ま
う
方
に

対
し
て
、
学
び
の
機
会
の
提
供
の

支
援
を
す
る
こ
と
と
し
て
、
給
付

型
の
奨
学
金
制
度
を
実
施
し
て
ほ

し
い
と
い
う
御
意
向
で
あ
る
。

産
業
建
設
委
員
会

《
２
月
定
例
会
》

　
当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

２
月
定
例
会
で
は
議
案
14
件
で
あ

り
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。（
陳
情
１
件
は
趣
旨
採
択
）

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
社
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て（
議
案
第
15
号
）

問
こ
の
手
数
料
は
各
自
治
体
で

決
め
る
も
の
か
。
ま
た
、
他
市
と

の
比
較
は
ど
う
か
。

答
岡
山
県
の
手
数
料
を
参
考
に

し
て
お
り
、
県
と
ほ
ぼ
同
額
に
な

る
よ
う
に
改
正
し
て
い
る
。
他
市

の
状
況
も
確
認
し
て
い
る
が
、
ほ

ぼ
同
額
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

●
総
社
市
営
墓
地
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て（
議
案
第
17
号
）

問
管
理
料
の
廃
止
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
の
か
。

答
現
在
対
象
の
墓
地
を
利
用
し

て
い
る
方
か
ら
は
、
他
の
墓
地
と

同
様
に
永
代
使
用
料
を
徴
収
し
た

上
で
管
理
料
も
徴
収
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
た
め
、
合
併
20
周
年
に

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告

議長交際費執行状況
「総社市議会議長交際費の支出基準及び公表に関する要綱」に基づき、議長の交際費の執行状況を公表します。

［令和6年12月～令和7年2月分］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

支出区分 支出年月日 支出金額 支出先等

議長賞 12/4 32,000 総社市長杯卓球大会

土産等 1/20 6,324 行政視察先（議会運営委員会） 

4 月からの累計 129,983
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議員向けハラスメント防止研修を
開催しました。

編

集

後

記

◆�

広
聴
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長　
髙
谷　
幸
男

副
委
員
長　
荒
木
将
之
介

委　
　
員　
山
名　
正
晃

委　
　
員　
太
田　
善
介

委　
　
員　
森
安　
健
一

委　
　
員　
仁
熊　
　
進

委　
　
員　
岡
崎　
亨
一

　
４
月
の
半
ば
で
あ
り
ま
す
が
、
初

夏
の
風
が
漂
っ
て
来
ま
し
た
。
少

し
前
ま
で
肌
寒
い
季
節
で
し
た
が
、

や
っ
と
冬
物
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出

し
ま
し
た
。

　
総
社
市
役
所
は
こ
の
度
新
庁
舎
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
議
会
棟
も
和
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
た
た

か
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
３
市
村
合
併
20
周
年
を
迎

え
て
新
た
な
総
社
市
の
門
出
と
な
り

ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
広
聴
広
報
委
員
会

の
取
材
活
動
と
し
て
、
議
会
活
動
、

多
く
の
市
民
の
声
を
聴
き
、
よ
り
良

い
魅
力
あ
る
情
報
を
伝
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　
（
森
安　
健
一
）

　
令
和
７
年
２
月
14
日
に
、
講
師
に

一
般
社
団
法
人
日
本
経
営
協
会
・
特

定
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
の

山
口
貞
利
氏
を
お
呼
び
し
て
、
議
員

向
け
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
（
い

ろ
い
ろ
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
そ
の
予

防
）
を
開
催
し
、
議
員
22
名
が
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
い
ま

し
た
。

内
容
と
し
て
は

１
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

２
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態

３
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
リ
ス
ク

４
．
特
に
問
題
に
な
り
や
す
い
も
の

５
．
パ
ワ
ハ
ラ
の
基
礎
知
識
と
類
型

６
．
パ
ワ
ハ
ラ
の
事
例

７
．�

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
と
自
治
体
議

員
条
例

と
い
う
項
目
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
嫌
が
ら
せ

や
人
権
侵
害
、
一
方
的
な
価
値
観
の

押
し
つ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
加
害
者

の
悪
意
や
悪
気
の
有
無
は
関
係
な
い

そ
う
で
す
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
種
類
と
し
て
、

①
相
手
の
意
に
反
す
る
性
的
言
動
や

行
為
で
あ
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）、
②
性
別
を
理

由
と
す
る
差
別
や
嫌
が
ら
せ
、
不
当

な
行
為
で
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
③
妊
娠
や
出
産
、
育
児

を
理
由
に
働
く
女
性
が
嫌
が
ら
せ
、

不
当
な
行
為
を
受
け
る
マ
タ
ニ
テ
ィ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
④
働
き
な
が
ら
介

護
を
す
る
人
に
対
し
て
嫌
が
ら
せ
や

不
利
益
を
与
え
る
行
為
で
あ
る
ケ
ア

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
⑤
性
的
指
向
や
性

自
認
を
理
由
に
差
別
や
嫌
が
ら
せ
を

行
う
行
為
、
ま
た
は
社
会
的
な
不
利

益
を
与
え
る
行
為
で
あ
る
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ⅰ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
⑥
職
場
内
で
職
務

上
の
地
位
や
人
間
関
係
な
ど
の
優
位

性
を
背
景
に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲

を
超
え
て
、
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛

を
与
え
る
行
為
で
あ
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）
等
が
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
全
就
業
者
の
う
ち
34
・

５
％
が
「
過
去
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
て

い
る
よ
う
で
、
わ
た
し
た
ち
の
知
っ

て
い
る
過
去
の
常
識
は
、
今
の
非
常

識
で
あ
る
と
し
き
り
に
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
地
方
議
会
や
議
員
の
場
合
は

自
治
体
の
要
綱
や
規
程
等
に
定
め
ら

れ
て
お
り
、
政
治
倫
理
条
例
で
規
定

す
る
政
治
倫
理
基
準
に
お
い
て
定
め

ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
我
が
市
も
現
在
策
定
に
向
け
て

検
討
中
で
す
。

（
太
田　
善
介
）

そ
う
じ
ゃ
議
会
だ
よ
り

令
和

７
年

５
月

１
日

発
行

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
ク
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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